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令和元年度 

２級土木施工管理技術検定 

実地試験（種別：土木） 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(品質管理・工程管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

(イ)発生土 

(ロ)基礎地盤 

(ハ)散水 

(ニ)軟弱化 

(ホ)排水 

 

【問題 3】 

(1)植生による法面保護工 

工  種        目的又は特徴 

種子散布工 種子吹付

工 植生マット工 張

芝工 

雨水侵食防止 全面植生(緑化) 

凍上崩落防止 

植生筋工 筋芝工 盛土の侵食防止 部分植生 

植生盤工 植生袋工 

植生穴工 

不良土、硬質土の法面の侵食防止 

部分客土植生 

(2)構造物による法面保護工 

工  種        目的又は特徴 

モルタル吹付工 コン

クリート吹付工 石張

工 ブロック張工 コ

ンクリートブロック枠

工 

雨水侵食防止 風化防止 

凍上崩落防止 

編柵工 のり面蛇かご

工 

表層部の侵食や湧水による流出防止 

現場打ちコンクリート

枠工 のり面アンカー

工 

法面の表層部の崩落防止 岩盤はく落防止 

土圧を受けるおそれのある箇所の土留 
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【問題 4】 

(イ)側圧 

(ロ)漏出 

(ハ)精度 

(ニ)セパレータ 

(ホ)圧縮 

 

【問題 5】 

①2.0ｍ→1.5ｍ 

②100ｃｍ→50ｃｍ 

③棒状バイプレータ→タンビング 

④乾燥→湿潤 

 

【問題 6】 

(イ)品質 

(ロ)工法 

(ハ)現場 

(ニ)乾燥密度 

(ホ)敷均し 

 

【問題 7】 

(イ)スランプ 

(ロ)1.5 

(ハ)0.3 

(ニ)呼び強度 

(ホ)配合 

 

【問題 8】 

①当該作業を行う箇所には、関係労働者以外の労働者が立ち入ることを禁止する。 

②材料、器具又は工具を上げ、又はおろす時は、つり綱、つり袋等を使用させる。 

③土止め支保工の材料につては、著しい損傷、変形又は腐食があるものは使用しない。 

④土止め支保工を組み立てる時は、あらかじめ、組立図を作成し、かつ当該組立図に

より組み立てなければならない。 

⑤土止め支保工を設ける時は、その後、７日を超えない期間ごと、中震以上の地震の

後、及び大雨等により地山が急激に軟弱化するおそれのある事態が生じた後に、点

検し、異常を認めた時は、直ちに補強し、又は補修しなければならない。 

・・・・・等 
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【問題 9】 

(1)横線式工程表 

・縦軸に作業名、横軸に工期を示すバーチャート工程表と、縦軸に作業名、横軸に達

成度を示すガンチャート工程表があり、作成が容易でわかりやすい。 

・バーチャート工程表は各作業の時間的進度の把握は明確であるが、出来高の数量的

進度は不明である。一方、ガンチャート工程表は各作業の出来高の数量的進度は明

確であるが、時間的進度は不明である。 

・クリティカルパスが把握できないので、工期短縮の方法が検討できない。 

(2)ネットワーク式工程表 

・各作業の先行、並行、後続関係が明確に表示でき、クリティカルパスが把握できる

ので工期を守るための重点管理が可能。 

・各作業の最早結合時刻、最遅結合時刻、各フロートが把握できるので工程変更、工

期短縮など精密な工程管理ができる。 

・山積み図、山崩し図により、労務等の工期を通しての平準化が出来る。 

・複雑で大型の工事での工程管理に適している。 

・・・・・等 


